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～　編集部より　～

　今秋、とても嬉しいビッグニュースがありました。日本原水爆被害者団体協議会（被団協）
のノーベル平和賞受賞です。本誌がお手元に届く頃には、オスロでの授賞式の報道も既にご
覧になっていることでしょう。ノーベル委員会は、被団協への授賞理由の中で「被団協と被
爆者の代表らによる並外れた努力は、核のタブー（核不使用規範）の確立に大きく貢献して
きた」と述べています。一方で、このタブーが圧力にさらされていることは憂慮すべきことだ、
とも。被団協の受賞は、核使用の威嚇がまかり通る今の世界情勢への警鐘ともいえるでしょ
うし、同時に、核のタブーの維持から、核抑止論を克服し核なき世界の実現にいたる道筋を
展望する人々を大いに励ますものでもありました。
　この被団協ノーベル平和賞受賞を胸に刻んで、私たちは2024総会・創立30周年企画を開催
し、多くの方々のお力添えの下、成功裡に幕を閉じることができました。その内容は、次号
でお届けいたします。どうぞお楽しみに。（恭）

今号の読者アンケートは、こちらのQRコードから⇒
ぜひご応募ください。

引続き投稿も大歓迎です。
投稿ご希望の方は、日本反核法律家協会事務局までご連絡ください。
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